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水稲の移植後初期 の 分げつ の 発生

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ＊

　　　　　　と生長に及ぼす地下部温度 の 影響

山　本 　由　徳

（高 知 大学農学 部 ）

　水稲 の 分 げつ の 発生 や 生長 に 対 す る環境条件 の 影響 に つ い て は，多くの 研究 が な さ れ て い る 。
こ れ

　　　　　　　　　　　　　 2，4，5，6，11，16．19，25，26，27）　　 　　 　　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 8，9，10，15，2L22，23）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 気温 と水温 の 組らの うち，温 度 に 関 して は気温 ，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　水温 お よ び 地温 ，
　　 　　 　　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 13）　　 　 12，M ）
　　　　　 お よ び稲体 の 各部位別の温度処理　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が分げ つ の 発生や 生長に 及 ぼす影響 に つ い て 報告 さみ合わせ ，

れ 。 。 る． しか し，。 れ らの黠 。 醐 した 水稲 へ 。顳 燠 の 黯 をみ たも・
2，‘・5・6・19・2’・

駄 ，ま

た 、髄 水稲 へ の 影 響を み て い る駘 に ｛ま瀦 後 に 処理 を開始 した も6｝・
’鰡 ・  い は 瀦 期 の

一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 15，M ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が多 く ，移 植直後 に 温度処理 を開始指標 と して 移植後 の 初発分げつ 日 を中心 に 調査 して い る もの

して 移植後 初期の分げつ の発生や生長に対する温度の影響に つ い て 詳 し く検討 した報告は少な い
。 著

　 、ゐ．26）
　　　　は既 に，移植後初期の分 げつ の 発生 と生長 に 及 ぼ す気温 の 影響を ，主稈 の 節位 別 分 げ つ に着者 b

目 し て検討 し酷 果 に つ い て 結 しt、．
こ こ で は ，分 げつ の 発星

3）
粥 鰍 の 活ぜ

・董4）
に 対 して ，気

温 に くらべ て よ り直接 的な影響 を及 ぼ して い る と考え られ る 地 下部温度 （灌漑水温を含む ）の 高低 ，

並 び に 昼夜温較差 が 移植後初期 の 分 げ つ の 発 生 と生 長 に 及 ぼ す 影 響 に っ い て 報 告す る。

　　実 験 材料 お よ び方 法

　供 試品種 と して 水稲 中生品種
，

黄金錦を 用 い た 。1979 年 6 月 1 日 に 畑土を充填 し，硫安 ，過 燐酸石

灰，塩化加 里を そ れ ぞ れ 49 ，49 ，29 を均
一

に 混合 した 1／S　，DOOア
ー

ル ・ワ グ ネル ポ ッ トの 3 箇所

に 種 モ ミを 3 粒ず つ 播種 し
，

折衷苗代様式 で 育苗 し
，

5 葉令 時 に 1 箇所 2 本 に 間引 きを行 っ た 。 そ し

て ，播種後 22日 目 （6 月 23 日 〉に ポ ッ トに 手を深 くさ し入 れ て ，出来 る だ け根を 切 らな い よ うに て い

ね い に 苗を抜 き取 り，さ らに 草丈，葉令 ，分げつ 数の揃 っ た苗を選ん だ の ち，苗 の 根 の 基部 50nを残

して 剪除 し
，

同 じポ ッ トに ポ ッ ト当た り 3株 ， 1株 1本植で 約 20n の 深 さに 移植 した
。 移植時の 苗 の

平均草丈は 31．50n，葉令 6．54，分げ つ 数 2 本 （第 2，3 節分げ つ ）ま たは 3本 （if　2，3，
4 節分 げ つ 〉

で あ り，ポ ソ ト当た りの 苗 3 本の うち 2 本は 分げつ 数 2 本 の 苗を ，残 り 1 本 は 分 げ つ 数 3本 の 苗を移

植 した
。 また ，移 植 に 先立 っ て 基 肥 と して ，千代 田化成 13号を ポ ッ ト当た り 1S ずつ 加え手で代か き

を行 っ た 。 な お，水深は約 3en と した 。

＊ 昭 和 56 年 ll月 28 日　 第 18回講演会に お い て 発 表
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　移植後直ち に ポ ッ トを雨 よ け の た め に 屋根 に の み ビ ニ
ー

ル を張 っ た パ イ プ ハ ウ ス 内 の 恒温水槽 に 移

し，地下部温 度 （灌漑 水温 も含 まれ る
，

以下単 に 温 度と略す ）処 理 を開始 し た。ポ ッ トの 浸漬深 は 水

槽の 水面上 に 約 0．5 伽 ポ ッ トの 上面が出 る深さ （約 20　on ）と した 。 処理 区 は昼夜恒温 処理 区 として 22
°C ，28℃ ，35

°

C の 3 区を設け ，ま た，昼 夜変温処理 区 （昼間は午前 7 時 〜午後 7時 ，夜間は午後 7 時

〜午前 7時 の各 12時間 ）と して 昼温／夜温 （以下同 じ 〉が 28／22
°C ， 35／22℃ ， 35／2S℃ 区 お よ び こ

れ ら の 区 の 昼夜温 を逆転 させ た 区 ，すなわ ち，
22／28ec， 2％5

°U ，
28／3S

°C 区 の計 6区を設 け，変温

処 理 区 で は 午前 7時 と 午後 7 時 に 所定 の 温度 の 水槽 に ポ ッ トを移動 させ た
。

　調査 は処理 開 始後 ，主 稈各節 の一次分 げ っ の 発生 日 に つ い て は毎 日，また，主稈葉令お よ び分げ っ

数に つ い て は 5 〜 6 日毎 に 行 っ た 。 そ して ，処理開始後 21日 目 （7月 14日 ）に 各処 理 区 の ポ ッ ト （各

区 4 ポ ッ ト ）よ り植物体を 抜 き 取 り，主 稈 の 節 位別分 げ っ 数 ，主稈 お よ び分 げ つ の 地上 部乾物重等 に

つ い て 調査 し た 。 な お ，処理 期間（6月 23 日〜7月 14 日 の 21 日 間 〉の ハ ウ ス 内 の 平均最高気温は 33．4

℃ ，平均最低気温は 2L4 ℃ で あ っ た 。

　　実 験 結 果 お よ び 考 察

　主稈 の 節位別
一
次分 げつ の 発生割合 （主稈 の 各節位別

一一
次分 げっ の 発生 した個体数／全調査個体数 ）

を第 1 表に 示 した 。 第 4 節分げ つ に つ い て は ，処 理 開始時 に 既 に 発生 して い た 個体 を除 い て 求 め た も

の で あ る が ，各区 と も移 植 に よる影響が強 くあ らわれ て おり，10〜40％ の分 げっ は発生 しなか っ たが，

処 理 に よ る一
定 の 傾向 は み られ なか っ た 。 第 5 節分げ つ で は ，移植に よ る影響 は 小 さ くなり，

2％ぎ℃

区を除 く全 て の 区 で 第 4節分 げ つ に くらべ て

発生割合は 高 くな っ た。 しか し，処 理 に よ る

一
定 の傾向は み られ な か っ た 。 第 6 節分げつ

で は ， 35／35
°C 区 と 28

／3S
°C 区 を除 く全 て の

区 で 100 ％発生 した
。

3％5℃ 区 と 2％5℃

区で 発生割合が他 区 に くらべ て 低か っ た の は ，

夜温 が 3  C と高 い こ と が関係 して い る もの と

考え られ る 。 第 7節分 げ つ は ，変温処 理 区 に

くらべ て 恒温処 理 区で 低 く な っ た が ，
2422 °C

区 で は 主 稈の 葉令進度 （第 4 図 ）が 遅 か っ た

た め と考え られ る。また
， 恒温 処理 区 で は 処

理温度が 高い 35／3S℃ 区 で 28／2S℃ 区 に くら

べ て 発生割合 が 低下 した が
，

変温処 理 区 で は

処理 間 に 顕著 な差異 は認 め られ なか っ た。

　 こ の よ うな 発生割合を示 す主稈 の 節位別
一

第 1表　主稈 の 節位別
一

次分 げ っ の

　　　　　　　　　　　発 生割合 （％）

分 げ っ
　　　昼 温

夜温
22 28 35

°C

22 °C 88 63 78

第 4 節
＊

28 71 75 63

35 83 63 88

22 ℃ 92100 83
第 5 節 28 50 9275

35 92100 92

22℃ 100100100
第 6 節 28 100100100

35 100 83 67

22°C 75100 92
第 7 節 28 100 83 92

35 100100 50
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次分 げつ の 処理開始 か ら発生 まで の 日数をみ る と 第

1図 の と お りで あ る 。 第 4節分 げつ は い ず れ の 区 に

おい て も処理後 2〜 4 日目 に発 生 し，恒温処理 区 で

は処理温度 の 高 い 区ほ ど発生 が 早 くな っ た が，変温

処 理 区 で は 処 理 に よ る
一

定 の 傾 向は み られ な か っ た 。

処 理 の 影響 は 第 5節分 げつ に 最 も顕著 に あらわ れ て

お り，恒温 ，変温処理 に かかわ りな く昼夜平均温度

の高 い 区 ほ ど早 くな り， 35／3S℃ 区 の 4．5 日 に 対 し

て 22
／22℃ 区 で は 15．8 日 と 11．3 日 の 差 が み られ た 。

こ の よ うな 第 4，5 節分 げ つ の 発生 の 早晩 は ，移植後

の 活着 の 遅 速 が 大 き く影響 して お り，本 実験 の 温度

範囲 で は ，昼夜平均温度の 高い 区 ほ ど活着 が促 進 さ
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第 1 図　地 下 部温度処 理 開始 か ら主稈 の

　　　節位別
一

次分 げっ 発生ま で の 日 数

れ た た め と考え られ る 。

一
方 ，第 6，

7節分 げつ で は 2922 °
C 区 で や や 発生 日 が 遅 くな っ た 他 は ，処理

に よ る差 は小 さ く な っ た 。 ま た ，変温処 理 区 の 第 7 節分 げつ で は 昼夜平 均温度が 同 じ場合 に は 夜温 が

高い 方が 発生 日 が 早 くな っ た 。 こ れは ，葉令 進度 が い く分速 くな っ た （第 4図 ）こ とに よ るもの と考

え られ る。
こ れ らの 結果 ，

第 5節か ら第 7節分げ つ の発生ま で の 間隔 は，昼 夜平均温度 が低 い 区 ほ ど

短 くな り
s22 ／22

°C 区 の 3．5 日 に 対 して 35／35
°C 区 で は 1L6 日 と 8．1 日 の 差が み られ た。こ の こ とは

，

移植後 の 地 下 部温度 が低 い 場合 に は ，活着 ま で に 長 い 日 数を要す る が ，活着後分げ つ が急激 に 増 加す

る こ と を 示 して い る （第 2 図 ｝。

　第 2 図 に は ，処 理後 の 個体当た り の 分 げ つ 数 の推移 を示 した。い ずれ の 区 も移植後 10日 目頃 まで は

緩慢 な 増 加を示 し，そ の 後は 増加速度が速 くな

っ た o こ の 移植後 10 日 目頃ま で の 増加 は ，昼夜

平均温度の高い 区 ほ ど速や か で あ っ た が ，そ れ

以 降 の 増加数 お よ び処理 終 了時 の分 げ つ 数 は ，

恒温処理区 で は高温 区 ほ ど少な く，また ，変温

処理 区 に お い て も昼夜平均温度 の 高 い 35 − 28
°
C の 組み合わ せ 区 で は ，35 − 22°C ，あ る い は 28

− 22°C の 組 み合わせ 区に く らべ て 少な か っ た 。

また ，
一

般 に 分 げ っ 数 は ，恒温処 理 区 に くらべ

て変温 処理 区 で 多 くな り，こ の こ とは昼 夜平 均

温度が ほ ぼ 等 しい 28／2S℃ 区 と 35／22
°C 区ある

い は 2U3S °C 区 と の 間 に も認 め られ た。 こ れ ら

の結果は、分 げ つ の 発生 に 対す る 適温 は 草丈や
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第 2 図　個体当 た りの 分 げ つ 数 の 推移

3

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Crop Science Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Crop 　Soienoe 　Sooiety 　of 　Japan

　　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　 IZ　21）
　　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　　　 ま葉令進度 に 対す る 適温 よ りも

一
般 に低 く，

た，分げつ 期間を低温下で 経過 する早期栽培 に

　　　 　　 　　 　　 1，17）
お い て 茎数が多 く な る　　　　　　　　　　　　こ と

，
さ らに は

，
気

　11，16）　　　 　　 13、2D
温　　　や水温　　　 　　 　　 　の 日 較差 の 大 き い こ とが分 げ

つ の 発生 に は有利で ある とす る従来 の 報告 に
一

致する。そ して ，こ れ らの 処理 に よ る分 げ つ 数

の 差は ，第 2 表に 示 し た よ うに第 2，3 節分げつ

（主 と して 二 次分 げつ ）数 の 差 に よ るもの と考

えられ る。

　
一

方
，

分 げつ は主稈葉 と
一

定 の 関係 を保 ちつ

つ 生長す る 。 とが 知 られ て い る
7）

の で 処 蹴　　　　　　　　　　　　　　　　 ，

よ る 主稈 の 葉令進度 の 影響を除 くた め に 主稈葉

令に対す る分げっ 数の 推移を みる と第 3 図 の と

おりで ある 。 なお，主稈の 葉令進度 は恒温 ，変

温処 理 に か か わ りな く，昼夜平均温度 の 高い 区

　　　 　　 18，20，21）
ほ ど速 くな り，　　　　　　　　　ま た ，変温処理 区 で は昼夜

平均温度 が 同 じ場合に は，夜温 が 昼温 よ りも高

い場合に い く分速 くな っ た （第 4 図 ）。 さ て ，

第 3 図 に よれ ば，い ずれ の 処理 区 に お い て もあ

る葉令 に 達 して の ち 急速 に 分げ っ 数 が

増加 して い る が
，

そ の 葉令 に は 処 理 に

よ る 明瞭な差 が み られ
， 恒温 、

変温処

理 区 と もに 昼夜平 均温度 の 低 い 区 ほ ど

少 な い 。 また ，
一

般 に昼夜平均温度 の

低 い 区 ほ ど 主稈葉．令に 対す る分げ つ の

増加速度 は 速 くな っ たが， 35− 22℃

の 組み合わ せ 区 に み られ るように ，昼

温 ま た は 夜温 が高 い 場 合に は ，そ れ ぞ

れ夜温 あ る い は昼温 を低 くす る こ と に

よ り，主稈葉令 に よ く対応 した分げ つ

の 発生 がみ られ た。

　次 に ，主 稈 お よ び分げつ の 地 上 部乾

物 重 に つ い て み る と第 5 （A ）図 の とお

　 t2

分 lo

τ、

！li・
t‘ ・

警

分

写

名
6

第 2 表　主稈の 節位別分げ つ 数 （本 ）

分 げ っ
　　　昼温
夜温

22 28 35
°C

第 2 節

22Qσ

2835
2．832
．923
，00

3，002
．253
．00

3，832
，501
．83

第 3 節

22 ℃
2835

2，333
，252
．00

2．751
．671
，92

3，081
．421
．00

第 4 節

22 ℃

2835
1．250
．831
．08

1，081
．000
，75

1．000
．750
，92

第 5 節

22 ℃

2835
0，920
．501
．08

1．000
．921
．17

0．831
．000
．92

第 6 節

22 ℃

2835
1．001
．001
．00

1．001
．000
，83

1．001
．000
，67

第 7 節

22 ℃

2835
0，751
．001
，00

1．ooO
．831
，00

0．920
，920
．52

第 8 節

22
°
C2835

ニ
ー

三
一

0．17

　　二

　 　 　 　 　 　 　 　 え翰

！
＿ ノ

4．

一

　　　　　　　　 ．

3殱

ノ〆
一

　 　 06 ア 9 守 ’077t2

　 主 丿稈 　葉 企　　　　　　　 主 駻 乗
・奪

第 3 図　主稈葉令と分げっ 発生数と の 関係
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りで ある。 主稈乾物重は 恒温，変温

処理 に かか わ りな く，昼夜平均温度

の 咼 い 区 ほ ど重 くな る 傾向に あ り J

瀦 ら
as・26）

が既 に 轄 した気温の 場

合 と
一

致 す る 。 ま た ，変温処理区 で

は ，昼 夜平均温度が 同 じ場合 に は 昼

温 よ り夜温 が高 い 区 で 重 く な っ た が
，

こ れ は主稈 の 葉令 差 （第 4 図 ）に基

づ く もの で あろ う。一
方 ，

分 げつ 乾

物重は ，恒温処理 区 で は 28℃ ＞ 22

℃ ＞ 35℃ 区 の 順 に 重 くな り，変温

処理 区で は 処理温度 に よ る 差 は 小 さ

く，昼夜平均温 度 が同 じ場合 に は 主

稈乾物重 と同様 に 夜温 が昼温 より高

い 区 で 重 くな っ た。分 げつ 数 と分 げ

っ 乾物重 との 間 に 必ず しも平行関係
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が み られなか っ た の は ，処理 に よ る分げつ の 発生時

期の 差 や分げつ の 発生 と生長 に 対す る適温 の 差 に よ

る もの と考え られる 。 主稈 に 対 す る分 げっ の相対的

な 生 長 の 程度を 知 る た め に ，主稈乾物重 に 対す る分

げつ 乾物重 の比を み る と第 5 （B ）図 の と お りで あ る。

主稈 に 対す る 分 げ つ の 相対的な 生 長 は ，い ずれ も恒

温処 理 区 に くらべ て 変温処 理 区 で 良 好 で あ り
，

ま た ，

変温処 理 区 で は 昼夜平均温度 の 低 い 28 − 22℃ ある

いは昼 夜温度較差 の 大 き い 35 − 22℃ の組み 合わ せ

区 が 有利で あ る こ と が示 された。

　以上 に 述 べ た よ うに ，移 植後初期 に おけ る 地下部

温度 は ，分 げ つ 芽の分化
・発育に対す る直接的 な 影

響 と 移植苗 の 活着 に 対す る間接的な影響の 両面を通

して 分げつ の 発 生 と生長 に 影響 を及 ぼ して い る もの

と考えられ る 。 そ して ，本 実験 の 温 度範囲 で は，移

植直 後 の 分 げ つ の 発生 は 活着 に 有利 な地 下 部温度が
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第 5 図　主稈および分 げつ 乾物重 （A ）

　　　並 び に 分 げ っ ／ 主稈重比 （B ）
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高 い 区で 早 くな る が ，そ の 後 の分げつ の 発生割合は 低 下 し，主 稈葉令 に 対応 した分げつ の 発生 が み ら

れ ず，主稈に対す る分げっ の 生長割合は 低 下 した 。 従 っ て ，移植後初期の分 げつ の 発生数は ，
一

般に

低地 下部温度 下 で 多 くなる こ と，昼間 あ る い は夜間 の地 下部温度 が 高 い 場合に は，そ れ ぞ れ夜間 あ る

い は昼 間 の温度 を低 く して 昼 夜較 差 を大 き く して や る と分 げつ の 発 生 が促進さ れ
，

主稈 の 生長 に対す

る分 げつ の生長割合が 高 くな る こ とが 示 され た 。
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